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S13a 電波銀河M87におけるジェットと星間物質との相互作用 II
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ジェットを持つ電波銀河やブレーザーのエネルギースペクトルは電波からX線では加速された電子のシンクロ
トロン放射と、ガンマ線では電子が低エネルギーの光子をたたきあげた逆コンプトン散乱と解釈されている。こ
こ近年、ガンマ線衛星Ｆｅｒｍｉにより、加速された陽子と星間物質の相互作用によるパイオン崩壊からのガン
マ線も観測されている。さらに、X線でジェットと星間物質との相互作用である熱制動放射が観測され始めた。２
０１４年学会では、X線衛星Ｃｈａｎｄｒａでジェットが分解できている電波銀河Ｍ８７においてジェットから
熱制動放射の検出を報告した。しかし、得られた電子密度は電波でのＲＭの観測値に比べて５桁も大きい。そこ
で、Ｍ８７のＣｈａｎｄｒａの全アーカイブ、約４００ｋｓを用いて、前回の４０倍の統計で熱制動放射の検証
について報告する。Ｘ線でシンクロトロン放射の観測値から、電子と星間物質との相互作用としてジェットの非
熱的な制動放射を計算したところ、ＧｅＶガンマ線の起源である可能性を示唆する。これは熱制動放射の有無に
よらず、依然、示唆している。コアとジェットはガンマ線の検出器では分解できていない。コアの磁場が１Ｇと
強いため、これまで、制動放射はガンマ線の起源として考えられてこなかった。しかし、ジェットはコアと同じ
程度のフラックスを持ちながら、磁場が１ｍＧと弱いことがキーである。制動放射のエネルギー損失のタイムス
ケールは長く、このシナリオは２日の時間変動が観測されているＴｅＶガンマ線とは異なり、ＧｅＶガンマ線で
は１年以内の変動が観測されていないこととうまく合っている。パイオン崩壊によるガンマ線は陽子のフラック
スが未知なので、７０ＭｅＶにピークを持つエネルギースペクトルの形状から検出される。ＦｅｒｍｉでＭ８７
はＧｅＶ以下が公表されておらず、パイオン崩壊によるガンマ線の起源の可能性は否定できない。


